
   

発行  令和 6 年 12 月 1 日  

花南地区コミュニティ会議  

  （花南振興センター内）  

    ☎・ FAX 24-4415 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２４９号  

コミュニティだより 

 令和 6 年１月に発災した「能登半島地震」から

懸命の復興活動をしている最中、9 月の大雨が再び

能登半島に大きな被害をもたらしました。この様な

状況から被災された方々を支援するため花南地区

コミュニティ会議では、地域住民の皆さんが多く集

まる花南寄席（10 月 6 日開催）と花南地区文化祭

（11 月 9 日、10 日開催）で能登半島大雨災害義

援金を呼び掛けたところ、多くの善意が寄せられ義

援金の総額は 40,525 円となりました。皆さまか

らのあたたかいご支援、ご協力に深く感謝申し上げ

ます。 

令和６年９月能登半島大雨災害義援金のお礼とご報告  

 12 月の花南ふれあい学級は音楽講座「懐かし

の歌声ひろば」です。 

○日時 12 月 11 日（水） 

午前 10 時～11 時 30 分 

○会場 山の神公民館 

    ※振興センター改修工事のため会場 

が変更となりました。 

○講師 玉山朱美さん（花巻市生涯学習講師） 

○内容 昭和の懐かしいメロディーや愛唱歌 

を講師の電子ピアノにのせてみんな 

で楽しく歌います。♬ 

 ○報告 欠席される方は事務局まで連絡願い 

ます。 

（☎24-4415、平日 9 時～17 時） 

12 月のかなん子どもひろば  

 「かなん子どもひろば」は、お子さんがお家の

方と一緒に楽しく遊べるところです。12 月はク

リスマス会です。サンタさんに会えるかも⁉ 

・日時 12 月 17 日（火） ※第 3 火曜日 

午前 10 時～11 時 30 分 

・会場 山の神公民館 

・対象 就学前のお子さんとその保護者 

・内容 おもちゃで遊ぶ、育児相談など 

 ・申込 参加を希望される方は 12 月 10 日 

までに事務局へお申込みください。 

（☎24-4415、平日 9 時～17 時） 

１ ２ 月 の花 南 ふれあい学 級  

 皆さまからお預かりした義援金は 11 月 22 日、

花巻市役所内にある日本赤十字社岩手県支部花巻

市地区へお届けしました。この日、花南地区コミュ

ニティ会議の千田隆次会長が皆さんを代表して花

巻市地域福祉課長へ直接手渡し、被災された方々の

支援に活用されるようお願いするとともに、一日で

も早い復興を心から祈念しました。 

義援金の目録を手渡す千田会長  
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移動図書館車「ぎんが号」運行日程  

花巻図書館では、移動図書館車「ぎんが号」を毎

月運行し、地域や学校、職場の方々に図書の貸出を

行っています。貸出冊数はお一人５冊まで、貸出期

間は次の巡回日までとなっています。花南地区の 12

月運行日程は次のとおりです。 

 

/12 月 12 日（木）  

  ・桜町二丁目バス停付近 

15：00～15：30 

/12 月 18 日（水）  

・シリウスケアセンターすわ 

14：10～14：30 

・サンガデイサービスセンター（十二丁目） 

    14：50～15：10 

/12 月 19 日（木）  

・花南地区社会体育館()  10：10～10：40 

・富士大学口(清水石材横) 10：55～11：15 

 /12 月 24 日（火）  

  ・デイサービス花梨（桜町一丁目） 

10：30～11：00 

南城小児童が賢治さんの白菜を収穫  

 桜町四丁目の宮沢賢治自耕の地「下ノ畑」で 11

月 18 日、南城小の 3 年生 61 人が白菜の収穫を

体験。収穫には下の畑保存会の会員や白菜の苗を

育てた仙台大明成高校の教員と生徒、地域住民な

どが参加し児童の白菜収穫をサポートしました。 

この日収穫された白菜は賢治さんが植えたとさ

れる同種の「松島純二号」と最新の「祭典ネオ 70」

の 2 種類で、大きく育った白菜は 4 ㎏を超えるも

のもあり、児童たちは収穫した白菜を両腕で持ち

「9 月に植えたのがこんなに大きくなってビック

リ」と目を輝かせていました。 
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諏訪協和会「花牧競馬場の半鐘」を花巻市博物館へ寄贈  

 諏訪協和会は諏訪公民館に保管されていた「花

牧競馬場の半鐘」を 11 月 12 日、花巻市博物館

へ寄贈しました。これは、10 月 26 日に開催さ

れた諏訪文化祭の文化講演「諏訪の遺跡」の中で、

講師の酒井宗孝さん（花巻市教育委員会文化財専

門官）から、諏訪公民館に花牧競馬場で出発の合

図に用いられた半鐘が保管されていると説明を

受け、諏訪公民館の倉庫を探したところ発見し、

花巻市博物館へ寄贈することにしたものです。 

 寄贈した半鐘は高さ 53 ㎝、直径 30 ㎝で、半

鐘には「岩手県花巻川口町南部競馬俱楽部 大正

14 年壹月設立 花巻町 田口鋳造鉄工場製」と

記入されていました。 

花牧競馬場とは 

 花牧競馬場は、現在の諏訪・大谷地・南諏訪町

になっている地域にありました。この競馬場の名

称が「花牧競馬場」とあるのは花巻名の諸説に見 

られるように、花巻は昔「花の牧」と称して名馬 

を産するところであったという説からの引用と

思われます。大正 14 年 4 月、稗貫地方の馬事関

係者が中心となって南部競馬倶楽部を設立。第 1

回目の競馬は大正 15 年 10 月 22・23 日に開

催され、これが花巻町における最初の競馬とな

り、第 2 回目は昭和 2 年 5 月 22・23 日、第 3

回目からは毎年春秋 2 回の各 2 日間開催されま

した。しかし昭和 12 年の春に開催された後は開

催されず、太平洋戦争終戦後、競馬場は廃止され

ました。競馬場の東端は国立病院機構花巻病院の

敷地内に入り、西端は諏訪住宅の西側に当たると

思われます。 

（「花南の歴史かわら版 特集 

第 8 号 平成 9 年 5 月 1 日発 

行」より） 

寄贈された「花牧競馬場の半鐘 」

（ 写真提供 ：阿部正介氏 ）  


